
【問い合わせ】  学校教育課学校教育グループ　☎ 72-1117

  

社
会
教
育
委
員

社
会
教
育
委
員

◆
役
割

　

 

青
少
年
育
成
や
自
然
体
験

教
育
、
高
齢
者
へ
の
学
習

な
ど
、
町
の
社
会
教
育
事

業
に
対
し
て
提
案
や
支
援

◆
応
募
資
格

 

・ 

町
内
在
住
、
在
勤
ま
た
は

在
学
さ
れ
て
い
る
満
18

歳
以
上
の
方

 

・ 

青
少
年
育
成
、
生
涯
教
育

に
関
心
が
あ
る
方

◆
任
期

　

 

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら

２
年
間

※ 

平
日
夜
間
の
会
議
が
年
４

回
程
度

◆
報
酬

　
会
議
１
回
に
つ
き
4
千
円

◆
募
集
人
員　

 

若
干
名

◆
申
込
期
限
・
方
法

　

 

３
月
14
日
㈮
ま
で
に
教
育

委
員
会
に
備
え
付
け
の
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
提
出

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

社
会
教
育
課

　

☎
�
１
１
１
７

　　

町
図
書
館
、
角
田
図
書
室
・

継
立
図
書
室
で
不
用
に
な
っ
た

資
料
を
無
料
で
提
供
し
ま
す
。

◆
期
間
・
場
所

・
角
田
図
書
室
、
継
立
図
書
室

　

3
月
5
日
㈬
～
15
日
㈯

・
町
図
書
館

　

3
月
16
日
㈰
～
22
日
㈯

※
そ
れ
ぞ
れ
開
館
時
間
の
み

※ 

本
、
雑
誌
、
D
V
D
な
ど
の

視
聴
覚
資
料
は
1
日
10
点
ま

で
、
新
聞
は
1
日
5
部
ま
で
。

　

東
日
本
大
震
災
で
立
入
り
禁

止
区
域
に
取
り
残
さ
れ
た
牛
た

ち
を
守
り
続
け
る
牛
飼
い
の
姿

を
描
い
た
、
絵
本
『
希
望
の
牧

場
』（
吉
田
尚
令 

絵
）
の
原
画

展
を
開
催
し
ま
す
。

◆
期
間

　

3
月
5
日
㈬
～
23
日
㈰

教
育
委
員
会

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】　　

　
☎
�
１
１
１
７

　

日
常
に
彩
り
を
加
え
る
ハ
ー

バ
リ
ウ
ム
で
自
分
だ
け
の
ボ
ー

ル
ペ
ン
を
つ
く
ろ
う
。

◆
日
時　
３
月
23
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

◆
場
所　
し
ゃ
る
る
中
ホ
ー
ル

◆
講
師

　

 

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

サ
ロ
ン
V
I
V
I
D 

M
A
R
G
A
R
E
T
（
札
幌

市
）
佐
藤　

玲
子
さ
ん

◆
料
金　
１
０
０
０
円

◆
定
員　
20
人
（
先
着
）

◆
申
込
期
限　
3
月
18
日
㈫

　

月
に
１
度
、
ラ
テ
ン
の
音
楽

に
合
わ
せ
て
、
サ
ル
サ
ダ
ン
ス

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

◆ 

開
催
日　
４
月
～
来
年
３
月

ま
で
の
第
１
金
曜
日

◆
時
間　
午
後
1
時
半
～
２
時
半

◆ 

講
師　
北
海
道
ラ
テ
ン
協
会

会
長　

シ
ル
ベ
ス
ト
レ
・
バ

ル
ガ
ス
さ
ん

◆
対
象　
一
般
（
大
人
）

◆
服
装　
動
き
や
す
い
服
装
・
靴

◆
料
金

　
２
０
０
円
（
参
加
す
る
毎
）

◆
定
員　
15
人

◆
申
込
期
限　
3
月
28
日
㈮

　

窓
辺
に
つ
る
し
て
太
陽
の
光

を
浴
び
る
と
、
虹
色
に
輝
く
サ

ン
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
を
つ
く
り
ま

す
。
自
分
の
好
き
な
パ
ー
ツ

を
選
ん
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
サ
ン

図
書
館

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】　　

　
☎
�
６
０
５
５

図
書
館
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
市

町
民
講
座　

自
分
だ
け
の

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
ボ
ー
ル
ペ
ン

希
望
の
牧
場
原
画
展

　

2
月
15
日
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ

活
動
に
尽
力
さ
れ
た
方
に
、
同

協
会
の
岡
山
典
弘
副
会
長
か
ら

記
念
の
盾
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。（
敬
称
略
）

令
和
６
年
度
選
手
表
彰

●�

Ｊ
Ｆ
Ａ　
Ｕ
ー
13　
日
韓
交

流
戦
に
日
本
代
表
選
手
と
し

て
出
場

　
中
川　

青
空
（
サ
ッ
カ
ー
）

●�

令
和
５
年
度
全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
第
73
回
全
国
高
等

学
校
ス
キ
ー
大
会
に
出
場

　
日
野　

真
莉
愛

●�

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
Ｓ
Ａ

Ｇ
Ａ
２
０
２
４
」
に
弓
道
競

技
の
北
海
道
代
表
選
手
と
し

て
出
場

　
前
田　

貴
美
香

●�
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
Ｅ
Ｓ　

Ｃ
Ｈ
Ａ

Ｍ
Ｐ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ

２
０
２
４
に
出
場

　
く
り
や
ま
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

●�

第
１
回
中
学
生
軟
式
野
球
錬

成
大
会
�in
荒
尾
に
出
場

　
南
空
知
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

栗山町スポーツ協会主催栗山町スポーツ協会主催

スポーツ功労者表彰スポーツ功労者表彰

●�

第
９
回
全
日
本
中
学
女
子
軟

式
野
球
大
会(

Ｓ
Ｐ
ト
ー
ナ

メ
ン
ト)

に
出
場

　
田
中　

凛

　

北
島　

あ
や
め

●�

Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｉ　
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ

Ｎ
Ｙ　
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ　
Ｃ
Ｏ

Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｔ　

２
０
２
４　

ビ
ギ
ナ
ー
部
門
出
場

　
清
水　

愛
海

　

大
野　

結
葵

●�

令
和
６
年
度
全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
サ
ッ
カ
ー
競

技
大
会
に
出
場

　

尾
形　

芽
生

　
田
村　

も
も

●�

第
３
回
全
日
本
女
子
ジ
ュ
ニ

ア
ボ
ク
シ
ン
グ
選
手
権
大
会

P
i
n
級
に
出
場

　
亀
森　

茉
莉

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
☎
�
３
３
３
３

長
期
講
座

「
ラ
テ
ン
＆
サ
ル
サ
ダ
ン
ス
」

キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

◆
日
時　
３
月
29
日
㈯

　

午
後
1
時
半
～
3
時
半

◆ 

講
師　
岩
崎
真
智
子
さ
ん

◆
対
象　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

※
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴

◆
料
金　
８
０
０
円

◆
持
ち
物　
ラ
ジ
オ
ペ
ン
チ

※
お
持
ち
で
な
い
方
に
は
貸
出

◆
定
員　
10
人

◆
申
込
期
限　
3
月
20
日
㈭

町
民
ふ
れ
あ
い
講
座
「
サ
ン

キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
づ
く
り
」

申
し
込
み
は
こ
ち
ら
▼

募
集

松原記念奨学基金　奨学生募集松原記念奨学基金　奨学生募集

町民または栗山高校卒業者で、高等専門学校の 4・
5年生および大学、大学院、専修学校に在学中なら
びに入学予定者
月額 3万円（年間 36 万円）※年 4回支給（返還の
必要なし）、奨学生は 4回の支給後、近況報告・学
業報告が必要になります。
基金運営委員会で選考のうえ本人に通知（6月中旬）
次の書類を教育委員会に提出。
　①奨学生願書　
　②奨学生推薦書（在学する学校長の推薦）
　③学業成績証明書
　④世帯の収入のわかるもの（源泉徴収票等）
4月 25 日㈮

　経済的な理由で就学が困難な方に対し、奨学金を給付し
ます。
対　象

奨学金

選考方法

応募手続

申込期限

「                     」「                     」

受賞者を代表して挨拶
する中川青空さん
受賞者を代表して挨拶
する中川青空さん

どうぞお気軽
に

ご相談くださ
い

行政相談行政相談
行政への苦情や要望などの相談を受け付ける
行政相談を実施します。
日時：3月 11 日�㈫ 10：00 ～ 12：00
場所：しゃるる

行政相談委員
松本��俊哉さん（朝日 4）
☎ 72-4868　mail：hktoshi@gmail.com
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生涯学習情報「マナビィ」

　独立行政法人日本スポーツ振興センターで
は、「スポーツくじ（t

ト ト
oto・B

ビッグ
IG）」の収益を財源に、

地方公共団体やスポーツ団体が行うスポーツ活
動などに対して「スポーツ振興くじ助成」を実
施し、豊かなスポーツ環境の整備を推進してい
ます。
　本町でも、スポーツ施設の設備・整備などに
スポーツ振興くじ助成金を活用しています。

第 37回札響ひなまつりコンサート第 37回札響ひなまつりコンサート

■日　時　　　
■場　所　　スポーツセンター
■料　金　　大　人　　　前売券２, ０００円　当日券２, ５００円
　　　　　　高校生以下　前売券　  ５００円　当日券　   ７００円
■持ち物　　上靴・スリッパ、靴袋
※チケット取扱所：しゃるる、カルチャープラザ、改善センター、
　南部公民館、白光堂楽器店、スポーツセンターなど 10 カ所

いきいきスクール活動報告いきいきスクール活動報告

①耳つぼマッサージ講座の様子
②北海道博物館見学の様子
③キリンビール工場見学の様子

　「豊かな知識と社会参加」「心の友と交流す
る喜び」「体と心の健康」を目的に 60 歳以上
144 人の受講生が年間７回の活動を行いまし
た。今年度も多くの学び、素敵な出会いがあ
りました。新年度は 4月に募集を行いますの
で、ぜひご参加ください。

①① ②②

③③

今年度更新機器：デュアル・アジャスタブル・プーリー

【第 1 部】　ベートーヴェン / 交響曲第７番イ長調 op.92　
【第 2 部】　コープランド / 市民のためのファンファーレ

　　　　　アンダーソン / 舞踏会の美女、サンドぺーパー・バレエ
　　　　　　　　　　　　クラリネット・キャンディ
　　　　　　　　　　　　トランペット吹きの子守唄
　　　　　　　　　　　　フィドル・ファドル
　　　　　バーンスタイン /「ウエスト・サイド・ストーリー」セレクション

スポーツ振興くじ助成スポーツ振興くじ助成

助成金対象施設：栗山町スポーツセンター
▲詳細はこちら

月 日（土）

指揮 /川瀬賢太郎

会場　１４：３０
開演　１５：３０

　

令
和
７
年
１
月
29
日
付
で
新
た
に
２
件
の

文
化
財
が
栗
山
町
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

文
化
財
の
指
定
は
、
令
和
５
年
１
月
以
来

２
年
ぶ
り
で
、
今
回
の
指
定
に
よ
っ
て
全
14

件
の
登
録
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
指
定
文
化
財
は
、
栗
山
町
文
化
財
保
護

条
例
（
平
成
16
年
４
月
１
日
施
行
）
に
基
づ

き
、「
町
に
と
っ
て
歴
史
上
又
は
学
術
上
（
芸

術
上
、
鑑
賞
上
）　

価
値
の
高
い
も
の
」
の

う
ち
、「
町
に
と
っ
て
特
に
重
要
と
認
め
る

も
の
」
と
し
て
保
護
す
る
も
の
で
す
。

２
年
ぶ
り

　
　

新
た
に
２
件
決
定
！

未来に残し伝える、町の文化財

「

栗
山
町

　

指
定
文
化
財
」

●水難溺死者供養之碑
　明治 31（1898）年 9 月、大雨によって増水
した夕張川の流域を襲った大洪水は、栗山町内
だけで 40 人以上、夕張川流域一帯で 80 人を越
える犠牲者を出す大災害となった。
　当時の角田村有力者は村内から篤志を集め、
災害の翌年となる明治 32（1899）年、方田寺境
内に「水難溺死者供養之碑」を建立した。
　本石碑は、現在に至るまで栗山町で発生した
前例のない大規模自然災害の悲惨さを語り伝え
ていくものとして、また、自然災害への防災意
識を高めるモニュメントとして、歴史を伝え治
水対策などの教訓を風化させないための意義は
大きく、道内でも数少ない「自然災害伝承碑」
になっている。

　

新
し
く
町
指
定
文
化
財
に
指
定
さ

れ
た
「
水す

い
な
ん
で
き
し
し
ゃ
く
よ
う
の
ひ

難
溺
死
者
供
養
之
碑
」
と

「
雪ゆ

き
す
す
き
も
ん
ま
き
え
な
が
も
ち

薄
紋
蒔
絵
長
持
」、
こ
れ
か
ら
文
化
財
へ

の
指
定
が
期
待
さ
れ
る
候
補
文
化
財
を
巡
る

バ
ス
ツ
ア
ー
で
す
。

◆
日
時　

　

３
月
23
日
㈰　

14
時
～
16
時

◆
集
合
場
所　
Ｊ
Ｒ
栗
山
駅
前

◆
参
加
費　
５
０
０
円

◆
定
員　
40
人
（
先
着
順
）

◆
講
師

　

栗
山
町
文
化
財
保
護
委
員
会　

　

青
木
隆
夫
委
員
長

◆
申
込
期
限　
３
月
18
日
㈫

◆
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

社
会
教
育
課　

☎
�
１
１
１
７

文
化
財
バ
ス
ツ
ア
ー

＼ NEW ／

水難溺死者供養之碑
（方田寺所蔵）

雪薄紋蒔絵長持
（泉記念館所蔵）

●雪薄紋蒔絵長持
　明確に記された史料はないものの泉麟太郎の
角田村（栗山町）移住までの経歴を総合的に判
断すると、制作された年代は江戸時代まで遡

さかのぼ
る

可能性は大きく、保存状態の良さや丁寧な蒔
まきえ
絵、

家紋と唐草紋が施された彫金は美術工芸品とし
ても高く評価できるものである。
　また描かれている「雪薄紋」は、伊達家との
結びつきを示すものであり、泉麟太郎と石川家、
伊達家とのつながりを窺

うかが
い知ることができる史

料でもある。
　そして何より、栗山町と宮城県角田市との結
びつきの強さを時間や距離を越えて示す象徴的
な史料として、価値は大なるものである。

指揮 /川瀬賢太郎

＠ Y.Fujii
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